
　　　　　平成２６年（２０１４年）１１月　　　　　　　　あ　や　せ　市　議　会　だ　よ　り　　　　　　　　第１６５号　　　　　　　（２）

●
歳
入
は
、
市
税
全
体
で
は
増
収

と
な
っ
た
も
の
の
、
個
人
市
民
税

は
減
収
と
な
っ
た
。
歳
入
総
額
も

減
収
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
財
源
確
保
に
努
め
て
も
ら
い

た
い
。
歳
出
を「
５
つ
の
力
・
プ
ラ

ス
１
の
力
」
で
見
る
と
、「
元
気
の

力
」で
は
、少
子
高
齢
化
の
進
展
を

踏
ま
え
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

建
設
事
業
に
着
手
し
た
ほ
か
、
が

ん
検
診
の
充
実
が
図
ら
れ
て
お
り

評
価
で
き
る
。「
産
業
の
力
」で
は
、

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

開
通
に
向
け
各
種
事
業
が
実
施
さ

れ
た
。
積
極
的
に
企
業
誘
致
や
観

光
振
興
に
取
り
組
み
、
本
市
の
魅

力
を
発
信
し
て
も
ら
い
た
い
。「
教

育
文
化
の
力
」で
は
、土
曜
ま
な
び

場
の
増
設
や
城
山
中
学
校
武
道
場

の
建
て
替
え
な
ど
が
実
施
さ
れ
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め

の
環
境
整
備
が
な
さ
れ
た
。「
環
境

の
力
」で
は
、綾
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

の
整
備
も
終
盤
を
迎
え
て
い
る

が
、
引
き
続
き
地
域
の
憩
い
の
場

で
あ
る
公
園
の
適
正
管
理
を
お
願

い
す
る
。「
安
全
・
安
心
の
力
」
で

は
、
集
中
豪
雨
に
対
す
る
浸
水
対

策
の
検
討
や
防
災
総
合
ガ
イ
ド
の

配
布
な
ど
が
行
わ
れ
た
。今
後
も
、

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
最
大
限
の

効
果
を
上
げ
、
市
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

を
期
待
す
る
。以
上
、決
算
を
振
り

返
っ
た
が
、
目
ま
ぐ
る
し
い
経
済

情
勢
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る

と
同
時
に
、
限
ら
れ
た
予
算
を
効

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
９
月
定
例
会
最
終
日
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
決
に
先

２５

立
ち
、
同
決
算
に
対
す
る
討
論
が
行
わ
れ
、
４
人
の
議
員
か
ら
賛
成
意
見
が
、
４
人
の
議
員
か
ら

反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市税　 
49％ 

国・県支出金　 
24％ 

地方交付税・ 
各種交付金　 
 ９％ 

国有提供施設等 
所在市町村 
助成交付金等　 
 4％ 

市債　4％ 

地方譲与税　1％ 

使用料及び手数料　1％ 

分担金及び負担金　1％ 

教育費　 
１１％ 

総務費　 
１１％ 

衛生費　 
 8％ 

公債費　 
 7％ 

消防費　 
 4％ 

その他　 
 4％ 

繰越金　3％ 

民生費　 
38％ 

土木費　 
17％ 

（59％） （41％） 

259億 
7,471万円 

歳入 

250億 
1,766万円 

歳出 

自
　
主
　
財
　
源 

依
　
存
　
財
　
源 

財産収入・寄附金・ 
繰入金・諸収入　 
 4％ 

平成２５年度各会計の決算規模

一般会計決算歳入・歳出の状況

賛

成

賛

成

果
的
・
効
率
的
に
活
用
し
、本
市
の

さ
ら
な
る
発
展
に
尽
力
さ
れ
る
こ

と
を
願
い
、本
決
算
に
賛
成
す
る
。

（
か
わ
せ
み
）

●
平
成　

年
度
決
算
の
主
な
成
果

２５

を
見
る
と
、
歳
出
で
は
、
福
祉
・

介
護
・
保
健
・
医
療
の
集
約
と
連

携
強
化
を
図
る
た
め
、
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
向
け
具
体
的

な
事
業
に
着
手
し
た
こ
と
や
、
要

介
護
者
と
家
族
の
方
が
待
ち
望
ん

で
い
た
市
内
３
カ
所
目
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
が
開
所
し
た
こ

と
、
さ
ら
に
、
認
可
保
育
園
が
１

園
増
え
た
こ
と
で
、
子
育
て
環
境

の
充
実
が
図
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
全
国
的
に

多
発
す
る
集
中
豪
雨
に
備
え
、
浸

水
が
発
生
し
や
す
い
市
内
３
地
域

に
、
抜
本
的
な
対
策
を
講
じ
る
た

め
の
調
査
と
計
画
策
定
に
着
手
し

た
こ
と
は
、
安
全
・
安
心
な
生
活

を
求
め
る
市
民
に
と
っ
て
真
に
必

要
な
施
策
で
あ
り
、
計
画
策
定
の

上
、
１
日
も
早
い
整
備
完
了
を
お

願
い
す
る
。
一
方
、
歳
入
は
、「
経

済
の
好
循
環
に
よ
り
デ
フ
レ
脱
却

を
目
指
す
」
現
政
権
の
経
済
政
策

効
果
が
大
企
業
を
中
心
に
表
れ
つ

つ
あ
る
も
の
の
、
一
般
財
源
の
根

幹
を
な
す
市
税
は
微
増
と
、
本
市

の
財
政
に
影
響
を
及
ぼ
す
ま
で
に

は
至
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
経
済

動
向
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
、
市
債
の
借
入
を
抑
制

し
、
市
債
残
高
を
毎
年
減
少
さ
せ

続
け
て
い
る
こ
と
は
、
将
来
の
財

政
運
営
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
安

定
し
た
市
政
運
営
と
健
全
財
政
の

維
持
の
た
め
に
は
不
可
欠
な
も
の

と
考
え
る
。　

年
度
も
引
き
続

２６

き
、　

年
度
と
同
様
な
市
政
運
営

２５

を
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
願
い
、
本

決
算
に
賛
成
す
る
。

（
新
政
会
）

●
平
成　

年
度
決
算
を
中
長
期
的

２５

な
財
政
運
営
の
観
点
か
ら
検
証
す

る
。自
主
財
源
額
は
、前
年
度
比
１

億
５
０
０
０
万
円
の
減
と
な
っ
た

が
、自
主
財
源
比
率
は
１
・
３
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
た
。
市
税
の
収
入
未

済
額
は
、
前
年
度
比
６
５
０
０
万

円
の
減
で
担
当
職
員
の
努
力
が
見

え
る
。
財
政
の
硬
直
化
を
招
く
要

因
に
挙
げ
ら
れ
る
義
務
的
経
費
の

う
ち
、人
件
費
は
、職
員
数
が
５
年

前
か
ら　

人
削
減
さ
れ
て
い
る
。

２１

業
務
量
が
増
え
続
け
る
中
、
創
意

工
夫
に
よ
り
人
件
費
を
削
減
し
た

取
り
組
み
は
評
価
で
き
る
。
扶
助

費
は
、
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る

が
、
国
の
社
会
保
障
制
度
に
左
右

さ
れ
る
た
め
、
歳
出
抑
制
は
難
し

い
も
の
と
理
解
す
る
。次
に
、法
令

に
基
づ
き
算
定
さ
れ
た
各
種
指
標

や
比
率
に
よ
る
と
、
健
全
な
財
政

状
況
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。中
で
も
、将
来
負
担
比
率

は
５
年
前
に
比
べ　

ポ
イ
ン
ト
以

５６

上
減
少
し
て
お
り
、
市
債
借
入
額

の
抑
制
な
ど
に
努
め
た
成
果
と
感

じ
て
い
る
。今
後
は
、老
朽
化
し
た

下
水
道
施
設
の
改
修
な
ど
も
必
須

で
あ
り
、
事
業
費
の
平
準
化
を
課

題
と
し
て
捉
え
、
将
来
を
見
据
え

た
財
政
運
営
を
お
願
い
す
る
。
以

上
、決
算
を
振
り
返
る
と
、総
じ
て

健
全
財
政
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
経
済
情
勢
は
依
然
不
透
明
で

あ
り
、
気
を
許
す
こ
と
な
く
、
大

胆
な
事
業
展
開
と
、
新
た
な
発
想

に
よ
り
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
地

域
課
題
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を

要
望
し
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

（
公
明
党
）

●
平
成　

年
度
決
算
を
事
業
別
に

２５

見
る
と
、「
元
気
の
力
」
で
は
、
子

育
て
家
庭
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
乳
児

家
庭
全
戸
訪
問
の
実
施
は
、
育
児

に
関
す
る
問
題
を
未
然
に
防
ぐ
上

で
重
要
な
施
策
と
考
え
る
。
こ
ど

も
の
ま
ち
ミ
ニ
あ
や
せ
は
、
職
業

疑
似
体
験
を
通
し
、
社
会
の
仕
組

み
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
意
義
深

い
事
業
と
評
価
す
る
。
「
教
育
文

化
の
力
」
で
は
、
家
庭
学
習
の
習

慣
化
を
図
る
た
め
の
土
曜
ま
な
び

場
や
読
書
活
動
の
推
進
に
期
待
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
、
学

習
理
解
度
に
相
応
さ
せ
る
た
め
に

は
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
と
考

え
る
。
「
安
心
・
安
全
の
力
」
で

は
、
広
域
避
難
場
所
案
内
表
示
板

の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を

高
く
評
価
す
る
。
財
政
面
を
見
る

と
、
市
債
は　

億
９
４
９
７
万
円

１６

の
減
、
債
務
負
担
行
為
残
高
は
５

億
８
３
０
５
万
円
の
減
、
基
金
残

高
は
１
億
９
３
８
万
円
の
増
と
い

ず
れ
も
改
善
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
投
機
的
経
費
が
、
前
年
度
比　
１２

億
３
７
０
０
万
円
の
減
、
物
件
費

が
１
億
２
６
７
４
万
円
の
減
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
要
因
と
考
え

る
。
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
経
常

収
支
比
率
は
、　

％
と
良
好
な
数

９６

値
で
あ
る
が
、
今
後
は
、
扶
助
費

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
決

算
審
査
意
見
書
に
記
載
が
あ
る
と

お
り
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
継
続

的
な
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
を

維
持
す
る
た
め
、
他
地
域
の
変
化

や
経
済
状
況
を
注
視
す
る
と
と
も

に
、
計
画
的
な
事
業
執
行
を
期
待

し
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

１
月　

日
、
ロ
ケ
と
グ
ル
メ
で
地
域
活

２２

性
化
事
業
に
取
り
組
む
、
あ
や
せ
商
業

者
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
催

に
よ
る
特
産
品
開
発
試
食
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
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昨年との比較
歳出決算額会　計　名

伸び率増　減

△４．２％△１０億８，６９１万円２５０億１，７６６万円一 般 会 計

２．８％２億６，４７３万円９７億９，３０１万円国 民 健 康 保 険 事 業

特
別
会
計

３．８％１億７８８万円２９億８，０８８万円下 水 道 事 業

２３．２％１億３，９７５万円７億４，２８８万円
深谷中央特定土地区画
整 理 事 業

７．３％２億４，７０８万円３６億１，５２８万円介 護 保 険 事 業

５．３％３，４６６万円６億９，０６１万円後 期 高 齢 者 医 療 事 業

４．７％７億９，４０９万円１７８億２，２６７万円計

△０．７％△２億９，２８１万円４２８億４，０３２万円合　　　計


